
だ
け
で
な
く
、
全
同
窓
生
に
支
え
て
頂
こ
う
と
の
趣
旨

で
し
た
。
現
在
経
費
を
多
少
上
回
る
状
況
で
す
。
次
年

度
以
降
も
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

結
び
に
今
年
度
で
晴
れ
て
卒
業
を
さ
れ
る
皆
様
お
め

岩
手
県
立
遠
野
高
等
学
校

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
心
よ
り
ご
祝
福
申
し
上
げ
ま
す
。

号

ま
た
こ
れ
ま
で
育
て
ら
れ
成
長
を
見
つ
め
て
こ
ら
れ
ま

２

同
窓
会
長

河
野

好
宣

し
た
保
護
者
そ
し
て
ご
家
族
の
皆
様
に
重
ね
て
お
慶
び

・

申
し
上
げ
ま
す
。

度

例
年
以
上
に
厳
し
い
遠
野
の
冬
も
峠
を
越
え
、
春
の

皆
さ
ん
は
た
っ
た
一
人
で
生
き
る
こ
と
は
不
可
能
で

年

息
吹
が
少
し
だ
け
顔
を
覗
か
せ
る
今
日
こ
の
頃
で
す

す
。
周
囲
と
の
係
わ
り
を
大
切
に
し
て
指
導
を
頂
き
、

９

が
、
同
窓
生
の
皆
様
方
に
於
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健

臆
す
る
こ
と
無
く
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
下

２

勝
の
こ
と
と
拝
察
致
し
ま
す
。

さ
い
。
同
窓
生
も
仲
間
で
す
。

成

ま
ず
も
っ
て
第
九
十
六
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手

皆
さ
ん
の
洋
々
た
る
輝
か
し
い
人
生
を
心
よ
り
お
祈

平

権
大
会
に
際
し
ま
し
て
は
力
強
い
ご
声
援
を
頂
き
、
更

り
致
し
ま
す
。

に
は
遠
野
市
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
、
Ｐ
Ｔ

月

Ａ
、
全
国
の
同
窓
生
の
皆
様
に
は
多
大
な
る
ご
芳
志
を

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
報
告

３

賜
り
ま
し
た
こ
と
を
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
心

年

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
残
念
な
が
ら
今
年
は
初
戦

◇
第
９
６
回

８

突
破
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
選
手
諸
君
は
全
力
を

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
岩
手
県
大
会
◇

１

尽
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
次
年
度
に
繋
が
る
も
の
と
確

０

信
致
し
ま
す
。

三
回
戦

遠
野

１
０
ー
１

北
上
翔
南

２

さ
て
本
校
は
今
年
創
立
百
十
七
周
年
を
迎
え
ま
す
。

準
々
決
勝

遠
野

８
ー
０

江
南
義
塾

こ
れ
ま
で
約
二
万
三
千
名
を
超
え
る
同
窓
の
志
を
送
り

準
決
勝

遠
野

３
ー
１

盛
岡
中
央

報

出
し
、
国
内
外
に
て
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
諸

決

勝

遠
野

３
―
２

盛
岡
商
業

会

先
輩
は
枚
挙
に
暇
が
有
り
ま
せ
ん
。

【
５
年
連
続
２
７
回
目
優
勝
】

窓

こ
の
百
十
七
年
と
い
う
県
内
三
番
目
の
長
い
歴
史
と

同

伝
統
に
、
今
大
き
な
高
校
再
編
の
波
が
押
し
寄
せ
て
お

◇
第
９
６
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
◇

校

り
ま
す
。
一
昨
年
来
市
民
会
議
を
立
ち
上
げ
、
今
年
度

高

は
両
校
存
続
を
求
め
て
、
中
学
生
以
上
の
市
民
の
皆
様

二
回
戦

遠
野

１
ー
２

作
陽
（
岡
山
）

野

よ
り
署
名
を
頂
き
、
一
万
三
百
を
超
え
る
賛
同
を
得
ま

遠

し
た
。
過
日
、
本
田
市
長
共
々
県
議
会
議
長
と
県
教
委

サ
ッ
カ
ー
募
金
へ
の
ご
協
力
を
は
じ
め
、
今

に
提
出
し
理
解
を
求
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
判
断
は
今

年
も
、
様
々
な
方
面
か
ら
ご
支
援
頂
き
ま
し

年
の
三
月
前
後
に
出
さ
れ
ま
す
。

た
。

ま
た
今
年
度
は
、
新
し
い
試
み
と
し
て
、
全
同
窓
生

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

に
会
報
の
送
付
と
協
力
金
の
お
願
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
逼
迫
す
る
同
窓
会
運
営
を
在
校
生
の
み
に
頼
る

平成３０年３月

平成２９年度・２号

岩手県立遠野高等学校

同窓会事務局

全国の舞台で躍動！
うさぎ狩り

新しい遠野物語を作るﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ



校
の
存
在
意
義
が
再
び
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
来
る
二
〇

③
同
窓
会
総
会

８
月（
お
盆
前
後
）

二
一
年
に
は
創
立
一
二
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
本
校
と

年
度
幹
事
会
（
４
２
歳
厄
年
を
迎
え
た
卒
業
生
が
年
度
幹
事
を
務
め

し
て
は
、
今
一
度
、
創
立
時
の
精
神
に
立
ち
返
り
、
こ

る
）
が
総
会
の
企
画
運
営
を
行
い
ま
す
。
総
会
の
会
券
を
販
売
し
、

れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
の
育
成
に
邁
進
し

総
会
の
幹
事
を
務
め
る
と
と
も
に
、
会
券
の
売
り
上
げ
の
一
部
で
母

岩
手
県
立
遠
野
高
等
学
校

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
遠
野
市
内
は
も
と
よ
り
県
内

校
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。（
昨
年
は
鍋
城
く
ん
着
ぐ
る
み
、
今
年
度

号

・
全
国
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
が
母
校
に
寄
せ
る
思
い
は
熱
い

は
百
二
十
周
年
支
援
事
業
）

２

校
長

岩
渕

信
義

も
の
が
あ
り
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
部
だ
け
で
な
く
、
様
々

④
支
部
総
会

１
０
月
～
１
１
月

・

な
分
野
で
期
待
に
応
え
る
こ
と
も
ま
た
本
校
の
使
命
で

盛
岡
支
部
・
仙
台
支
部
（
休
止
中
）・
首
都
圏
支
部

度

も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
で
集
ま
り
を
開
く
、
会
報
を
出
す
と
い
っ
た
活
動

年

同
窓
生
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
困

を
し
て
い
ま
す
。サ
ッ
カ
ー
募
金･

応
援
で
も
ご
協
力
頂
い
て
い
ま
す
。

９

同
窓
会
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
日
頃
よ
り
母
校
の
教
育

難
な
時
代
に
お
け
る
遠
野
地
域
は
勿
論
の
こ
と
、
母
校

⑤
卒
業
記
念
品
（
卒
業
証
書
筒
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
）

２

振
興
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま

で
あ
る
本
校
に
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
ご
支
援
を

⑥
募
金
・
寄
付
金

成

す
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
第
九
十

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部
全
国
出
場
の
際
な
ど
に
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平

六
回
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
に
お
き
ま

⑦
周
年
行
事

し
て
は
、
物
心
両
面
に
わ
た
り
多
大
な
る
ご
支
援
を
い

新
会
員
の
皆
さ
ん
に

３
年
後
は
１
２
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
際
は
、
記
念
式
典
を
は

月

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
衷
心
よ
り
感
謝
申

同
窓
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
！

じ
め
と
し
て
様
々
な
周
年
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

３

し
上
げ
ま
す
。

遠
野
高
校
同
窓
会
事
務
局

母
校
の
た
め
に
出
来
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

年

さ
て
、
本
校
は
昨
年
度
か
ら
遠
野
緑
峰
高
校
と
と
も

通
年
の
活
動

８

に
二
校
体
制
を
維
持
す
べ
く
市
教
委
と
一
体
と
な
っ
て

①
名
簿
の
整
理

◆
平
成
二
十
九
年
経
過
報
告
◆

１

魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
た
め
様
々
な
取
り
組
み
を
進

以
下
の
よ
う
に
同
窓
会
名
簿
の
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
四
月
四
日

同
窓
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
同
役
員
会

０

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
も
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

ａ
卒
業
生
か
ら
は
が
き
で
住
所
報
告
を
受
け
て（
で
き
る

四
月
七
日

入
学
式

２

し
た
「
新
し
い
『
遠
野
物
語
』
を
創
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

だ
け
、
４
月
末
ま
で
に
は
投
函
し
て
下
さ
い
。
遅
く
な
っ
て

五
月
十
九
日

開
校
記
念
日
（
記
念
ク
リ
ア
フ
ォ
ル
ダ
―
を
配
付)

は
市
当
局
並
び
に
市
内
の
様
々
な
個
人
・
団
体
と
連
携

も
必
ず
投
函
し
て
下
さ
い
。
）

五
月
～
七
月

同
窓
会
総
会
幹
事
会
（
五
回
）

し
て
本
校
の
教
育
目
標
で
あ
る
「
遠
野
郷
の
人
材
は
遠

ｂ
住
所
変
更
の
報
告
を
受
け
て

六
月
二
十
六
日

同
窓
会
臨
時
役
員
会

報

野
で
育
て
る
」
こ
と
を
具
体
化
す
る
活
動
で
、
広
く
注

ｃ
周
年
行
事
サ
ッ
カ
ー
募
金
等
の
際
に
報
告
を
う
け
て

七
月
三
十
一
日

同
窓
会
三
役
会

会

目
を
集
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
活
動
の
影
響

結
婚
等
に
伴
う
改
姓
や
住
所
・
電
話
番
号
の
変
更
が
あ

八
月
三
日

同
窓
会
理
事
会
・
幹
事
会

窓

を
受
け
生
徒
が
自
発
的
に
九
州
福
岡
で
開
催
さ
れ
る
経

っ
た
場
合
、
同
窓
会
事
務
局
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

八
月
十
二
日

同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
（
サ
ン
パ
ー
ク
や
な
ぎ
）

同

団
連
主
催
の
「
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」
や
中
国
、

②
垂
れ
幕
の
製
作

八
月
二
十
五
日

同
窓
会
幹
事
会
母
校
支
援
事
業

校

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
台
湾
な
ど
国
内
外
の
派
遣
事
業
に

部
活
動
な
ど
の
成
果
を
報
告
す
る
垂
れ
幕
は
同
窓
会
で

百
二
十
周
年
支
援
事
業
目
録
贈
呈
式
贈
呈
式

高

手
を
挙
げ
る
な
ど
、
積
極
的
に
見
聞
を
広
げ
よ
う
と
す

製
作
し
て
い
ま
す
。

九
月
十
六
日

盛
岡
支
部
総
会

野

る
姿
勢
が
現
れ
始
め
ま
し
た
。
地
域
の
活
性
化
が
叫
ば

毎
年
行
っ
て
い
る
活
動

十
月
十
六
日

同
窓
会
報
第
一
号
発
行

※
全
同
窓
生
に
送
付

遠

れ
て
久
し
く
な
り
ま
す
が
、
元
々
こ
の
地
で
行
政
と
郷

①
開
校
記
念
日

５
月
１
９
日

十
月
十
八
日

同
窓
会
運
営
協
力
金
贈
呈
式

党
有
志
が
長
く
中
学
校
設
立
に
向
け
運
動
を
続
け
て
き

開
校
記
念
日
紹
介
資
料
配
付
・
ク
リ
ア
フ
ォ
ル
ダ
配
布

十
一
月
十
二
日

首
都
圏
支
部
総
会

た
の
は
、
人
材
の
育
成
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
同
窓
会
報

年
２
回
発
行（
今
年
度
か
ら
、
２
回
発

二
月
二
十
二
日

第
六
回
同
窓
会
総
会
幹
事
会

二
〇
〇
一
年
（
明
治
三
十
四
年
）
県
内
三
番
目
の
中
学

行
の
内
１
回
は
全
同
窓
生
に
発
送
し
、
情
報
を
提
供
す
る

二
月
二
十
八
日

同
窓
会
入
会
式
・
同
窓
会
報
第
二
号
発
行

校
と
し
て
本
校
創
立
と
い
う
形
で
そ
の
想
い
は
結
実
す

と
と
も
に
、「
会
報
発
送
協
力
金
」と
し
て
寄
付
を
頂
く
こ

三
月
一
日

卒
業
式

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
今
日
の
状
況
は
ま
さ
に
本

と
に
な
り
ま
し
た
。
）


